
令和７年度 文書館の逸品５（１月～２月） 解説資料 

 

天下人 豊臣秀吉の書状 

展示期間 令和８年１月６日（火）～２月２７日（金） 
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〔豊臣秀吉朱印状〕（年不詳五月二日） 

      ※文禄３年（1594）もしくは文禄４年（1595）に発給か 

 

八木健次家文書 P09702 №1592-7（複製） 

（形態：折紙、原寸：縦 46.2㎝×横 65.3㎝） 

 

端午の節句に本願寺が帷子
かたびら

を献上してきたことへの秀吉からの礼状である。秀

吉の側近であった木下吉
よし

隆
たか

（？～1598）が発給に関わっていたことが分かる。文書

の発給年代は記されていないが、木下吉隆は文禄２年（1593）10月６日までには

大膳大夫に任じられ、同４年７月 13日までには秀次事件に関与し流罪が決定して

いるので、文禄３年か４年の５月に出された文書と推定できる。 

秀吉は本文書発給直前の文禄２年（1593）に、教如
きょうにょ

（1558～1614）を本願寺門

主から退け、弟の准如
じゅんにょ

（1577～1631）を新門主に据えている。今回紹介した文書

は、そのような本願寺教団分裂のさなかに発給されたと思われる文書であり、天下

人秀吉と本願寺教団の複雑な関係をうかがい知ることが出来る興味深い史料であ

る。 

豊臣秀吉像：京都高台寺蔵 


